
1 重要な会計方針

（１） 有価証券の評価基準及び評価方法について

（２） 固定資産の減価償却について

（３） 引当金の計上基準について

（４） リース取引の処理方法

2 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

(単位：円)

3 基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

  普　通　預　金

　定　期　預　金

　投資有価証券

4 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円）

財務諸表に対する注記（一般会計）

満期保有目的の債券・・・・・・・償却原価法（定額法）によっている。

定額法により固定資産の帳簿価額を直接減額している。

・賞与引当金・・・・・・・賞与支給見込額の当年度負担額を計上している。

・退職給付引当金・・・期末退職給与の要支給額に相当する金額を計上している。

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、通常の

当期末残高

基本財産

賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

科　　　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額

    定　期　預　金 100,000,000 0 0 100,000,000

小　　　　　　計 100,000,000 0 0 100,000,000

特定資産

  海外事務所開設準備等積立資産

    普　通　預　金 2,309,697,000 222,000,000 222,000,000 2,309,697,000

 　 定　期　預　金 2,306,000,000 1,278,000,000 1,500,000,000 2,084,000,000

    投資有価証券 7,897,218,537 1,206,558 0 7,898,425,095

小　　　　　　計 12,512,915,537 1,501,206,558 1,722,000,000 12,292,122,095

合　　　　　　計 12,612,915,537 1,501,206,558 1,722,000,000 12,392,122,095

科　　　　　目 当期末残高
（うち指定正味財

産からの充当
額）

（うち一般正味財
産からの充当

額）

（うち負債に対応
する額）

基本財産

　　定　期　預　金 100,000,000 (5,000,000) (95,000,000) -

小　　　　　計 100,000,000 (5,000,000) (95,000,000) -

2,309,697,000 (0) (2,309,697,000) -

2,084,000,000 (0) (2,084,000,000) -

特定資産

　　海外事務所開設準備等積立資産

-

7,898,425,095 (0) (7,898,425,095) -

小　　　　　計 12,292,122,095 (0) (12,292,122,095) -

科　　　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

建 物 254,813,546 103,963,944 150,849,602

合　　　　　計 12,392,122,095 (5,000,000) (12,387,122,095)

合　　　　　計 415,058,553 214,427,701 200,630,852

什 器 備 品 156,783,682 108,957,295 47,826,387

ソ フ ト ウ ェ ア 3,461,325 1,506,462 1,954,863



5 満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

6       指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

      指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

7 ファイナンス・リース取引関係

（１） リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額

什 器 備 品

1,333,000

1,036,778

296,222

科　  　　　　　　目 帳簿価額 時　　　　価 評価損益
特定資産

　 愛知県公募公債 200,000,000 203,800,000 3,800,000

　 静岡県公募公債 199,973,405 203,800,000 3,826,595

 　福岡県公募公債 499,908,131 510,450,000 10,541,869

　 北海道公募公債 699,742,770 714,210,000 14,467,230

 　仙台市公募公債 499,981,762 510,900,000 10,918,238

　 札幌市公募公債 199,971,792 204,060,000 4,088,208

 　大阪府公募公債 698,822,649 712,460,000 13,637,351

　 千葉県公募公債 900,000,000 923,670,000 23,670,000

 　川崎市公募公債 199,992,946 204,060,000 4,067,054

　 大阪市公募公債 199,984,494 204,060,000 4,075,506

 　兵庫県公募公債 600,000,000 612,660,000 12,660,000

　 川崎市公募公債 599,939,260 616,140,000 16,200,740

 　静岡県公募公債 200,000,000 205,260,000 5,260,000

　 神奈川県公募公債 699,965,268 717,430,000 17,464,732

　 大阪府公募公債 100,022,589 100,390,000 367,411

 　しんきん中金債 500,191,805 502,250,000 2,058,195

 　東京都損失補償東京都住宅供給公社債 500,316,800 502,100,000 1,783,200

 　住宅金融公庫財形住宅債 99,963,202 100,350,000 386,798

　 い第６６２農林債 99,876,648 100,070,000 193,352

 　みずほコーポレート銀行債 99,898,141 100,180,000 281,859

　 みずほコーポレート銀行債 99,873,433 100,080,000 206,567

内　　　　　　　　容 金　　　　　　額

経常収益への振替額

（単位：円）

合　　　　　　計 7,898,425,095 8,048,380,000 149,954,905

　　基本財産受取利息 12,303

合　　　　　　　　計 12,303

ソ フ ト ウ エ ア 合　　　計

（単位：円）

期 末 残 高 相 当 額 1,051,555 1,347,777

取 得 価 額 相 当 額 4,732,000 6,065,000

減 価 償 却 累 計 額 3,680,445 4,717,223



（２） 未経過リース料期末残高相当額

（単位：円）

（３） 当期の支払いリース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額

什 器 備 品

462,000

444,333

13,971

（４） 減価償却費相当額の算出方法は、定額法によっている。

（５） 利息相当額の算出方法は、リース料総額とリース資産計上価額との差額を利息相当額とし、各期への配分方法に

ついては、利息法によっている。

（６） オペレーティング・リース取引関係

（単位：円）

8 関連当事者との取引の内容

該当なし。

9 重要な後発事象

該当なし。

1年以内 1年超

1,387,621

（単位：円）

ソ フ ト ウ エ ア 合　　　計

合　　　計

未 経 過 リ ー ス 料 期 末 残 高 相 当 額

什 器 備 品 305,062 0 305,062

ソ フ ト ウ エ ア 1,082,559 0 1,082,559

支 払 リ ー ス 料 1,639,200 2,101,200

減価償却費相当額 1,577,334 2,021,667

合　　　計 1,387,621 0

1,734,400 0 1,734,400未 経 過 リ ー ス 料

支 払 利 息 相 当 額 48,939 62,910

1年以内 1年超 合　　　計



1 重要な会計方針

（１） 固定資産の減価償却について

（２） 引当金の計上基準について

（３） リース取引の処理方法

2 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

   固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

3 ファイナンス・リース取引関係

（１） リース物件の取得価額相当額、減価償却累計額相当額及び期末残高相当額

（単位：円）

（２） 未経過リース料期末残高相当額

（３） 当期の支払いリース料、減価償却費相当額及び支払利息相当額

（単位：円）

（４） 減価償却費相当額の算出方法は、定額法によっている。

（５） 利息相当額の算出方法は、リース料総額とリース資産計上価額との差額を利息相当額とし、

各期への配分方法については、利息法によっている。

4 関連当事者との取引の内容

該当なし。

5 重要な後発事象

該当なし。

什 器 備 品 3,876,338 3,028,299 848,039

財務諸表に対する注記（外国青年招致事業特別会計）

定額法により固定資産の帳簿価額を直接減額している。

・賞与引当金・・・・・・・賞与支給見込額の当年度負担額を計上している。

・退職給付引当金・・・期末退職給与の要支給額に相当する金額を計上している。

リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引については、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

（単位：円）

科　　　　　目 取 得 価 額 減 価 償 却 累 計額 当 期 末 残 高

合　　　　　計 3,876,338 3,028,299 848,039

什 器 備 品 ソ フ ト ウ エ ア 合　　　計

合　　　計

取 得 価 額 相 当 額 1,757,700 815,400 2,573,100

減 価 償 却 累 計 額 1,318,275 611,550 1,929,825

期 末 残 高 相 当 額 439,425 203,850 643,275

（単位：円）

未経過リース料期
末残高相当額

475,722

ソ フ ト ウ ェ ア 216,790 0 216,790

什 器 備 品 475,722 0

1年以内 1年超

合　　　計 692,512 0 692,512

什 器 備 品 ソ フ ト ウ エ ア 合　　　計

支 払 利 息 相 当 額 39,174 13,824 52,998

支 払 リ ー ス 料 489,840 221,760 711,600

減価償却費相当額 439,425 203,850 643,275


